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	製品名: パンメチル化リジン（ミックス）マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM06167
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	応用
	抗原情報
	背景
	リジン残基のメチル化は、タンパク質リジンメチルトランスフェラーゼ（PKMT）によるε-アミン基のリジンのモノメチル化、ジメチル化、またはトリメチル化をもたらす、一般的な調節性翻訳後修飾（PTM）です。PKMTは、構造と触媒機構に基づいて2つのグループに分けられます。クラスIメチルトランスフェラーゼ（7βストランド酵素）と、SETドメインを含むクラスVメチルトランスフェラーゼです。どちらもメチル供与体であるS-アデノシル-L-メチオニンを用いて、ヒストンタンパク質と非ヒストンタンパク質をメチル化します。クラスIメチルトランスフェラーゼは、アミノ酸、DNA、およびRNAをメチル化します。6つのメチルリジン相互作用タンパク質ファミリーは、結合ドメインに基づいて区別されます。mBT、PHDフィンガー、Tudor、PWWP、WD40リピート、およびクロモドメインです。これらの多くは、リジンのメチル化状態に基づいて異なる結合優先度を示します。 KDM1 サブファミリーのリジン脱メチル化酵素はモノメチルリジンとジメチルリジンの脱メチル化を触媒しますが、2-オキソグルタル酸依存性の JmjC (KDM2-7) サブファミリー酵素もトリメチルリジン残基を修飾します。
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	-
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	Pan メチル化リジン モノクローナル抗体を使用した Hela のウェスタン ブロット分析。
	

	パンメチル化リジンモノクローナル抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析。

